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海
人
文
化
を

　
　 

掘
り
起
こ
せ
！

〜
釣
針
編
〜

学びの里

第30回

沖
ノ
島
と

伊
勢
神
宮
の
比
較

　
伊
勢
神
宮
は
、
日
本
を
代

表
す
る
神
社
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
文
化
庁
で
は
、
伊
勢

神
宮
を
世
界
遺
産
に
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。
史
跡
と
し
て
価
値

が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
式

年
遷
宮
の
行
事
、
つ
ま
り
無

形
と
し
て
価
値
が
あ
る
の
か

を
議
論
し
ま
し
た
。

　
式
年
遷
宮
は
20
年
に
一
度

開
か
れ
る
全
国
的
に
も
有
名

な
行
事
で
、
平
成
25
年
に
は

62
回
目
の
式
年
遷
宮
が
開
か

れ
る
予
定
で
す
。
昭
和
48
年

の
第
60
回
式
年
遷
宮
で
廃
材

と
な
っ
た
神
明
造
り
の
社
殿

は
現
在
、
宗
像
大
社
の
辺
津

宮
奥
に
あ
る
第
二
宮
・
第
三

宮
と
し
て
建
て
ら
れ
祭
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
神
様
は
、
新
し
い
所
、
新

し
い
物
を
好
む
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
20
年
に
一

度
新
し
い
住
ま
い
に
引
っ
越

し
、
新
し
い
神
宝
を
授
け
る

の
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
、

沖
ノ
島
の
祭
祀
（
さ
い
し
）

も
同
様
で
、
一
度
奉
献
さ
れ

た
神
宝
は
二
度
と
使
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
積
も
り
に
積

も
っ
て
約
８
万
点
の
神
宝
が

現
在
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
伊
勢
神
宮
内
宮
か
ら
少
し

離
れ
た
場
所
に
、
徴
古
館

（
ち
ょ
う
こ
か
ん
）
と
い
う

伊
勢
神
宮
の
伝
記
や

神
宝
を
納
め
た
施
設

が
あ
り
ま
す
。
神
宝

の
中
に
は
、
沖
ノ
島

の
神
宝
と
よ
く
比
較

さ
れ
る
琴
や
機
織
具

の
他
に
、
三
種
の
神

器
（
鏡
、
剣
、
玉
）

を
は
じ
め
と
す
る
鉄

鏃（
て
つ
ぞ
く
）、盾
、

さ
し
ば
、
コ
ロ
ク
、
ユ
ギ
な

ど
が
展
示
さ
れ
、
古
墳
時
代

の
古
墳
の
副
葬
品
や
装
飾
古

墳
に
描
か
れ
る
も
の
と
同
等

の
品
が
多
い
こ
と
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。
伊
勢
神
宮
の
神
宝

か
ら
は
、
古
代
沖
ノ
島
の
神

宝
な
ど
が
現
在
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で

き
、
伊
勢
神
宮
の
祭
祀
の
原

点
が
、
宗
像
大
社
沖
ノ
島
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

せ
る
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
伊
勢
神
宮
の
周
辺

の
土
産
屋
が
並
ぶ
通
り
は
、

江
戸
時
代
の
お
伊
勢
参
り
の

に
ぎ
わ
い
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ

せ
る
伝
統
的
建
造
物
群
と
し

て
整
備
さ
れ
、
景
観
に
配
慮

し
た
街
な
み
が
現
在
も
続
い

て
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

☎
（
36
）
１
３
７
２

式年遷宮が開かれる伊勢神宮の敷地

伝統的な建造物（銀行や郵便局など）
が並ぶ伊勢神宮周辺の街なみ

第3回

海
人
の
必
須
ア
イ
テ
ム

　「
う
み
ん
ぐ
大
島
」が
オ
ー

プ
ン
し
、
大
勢
の
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
安

全
で
手
軽
に
海
釣
り
が
楽
し

め
、
釣
り
道
具
の
貸
し
出
し

も
人
気
で
す
。

　
さ
て
、
釣
り
に
欠
か
せ
な

い
道
具
を「
釣
り
の
六
物（
り

く
も
つ
）」
と
言
い
、
①
さ

お
②
糸
③
ウ
キ
④
オ
モ
リ
⑤

針
⑥
餌
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
糸
と
針
以
外
は
必

ず
し
も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
と
り
わ
け
、
釣
針
は
大
切

に
さ
れ
、
日
本
神
話
「
海
幸

彦
・
山
幸
彦
」の
挿
話
で
も
、

兄
の
海
幸
彦
の
釣
針
を
な
く

し
た
弟
の
山
幸
彦
が
、
自
分

の
剣
を
溶
か
し
て
新
し
い
釣

針
を
１
０
０
０
本
作
っ
て
兄

に
差
し
出
し
て
も
、
兄
が
許

そ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
が

思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
海
人
族

の
漁
具
の
一
つ
、
釣
針
の
歴

史
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
釣

針
は
縄
文
時
代
か
ら
使
わ

れ
、
鹿
角
製
な
ど
動
物
の
骨

や
角
で
作
ら
れ
た
も
の
が
各

地
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

宗
像
地
域
で
は
、
古
墳
時
代

の
鉄
製
釣
針
が
海
沿
い
の
遺

跡
を
中
心
に
出
土
し
て
い
ま

す
。

で
、
ヒ
ラ
マ
サ
や
マ
グ

ロ
な
ど
も
対
象
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
古
墳
時
代
の
貝
塚
・

神
湊
の
浜
宮
貝
塚
か
ら

出
土
し
た
魚
の
骨
は
、
サ
メ

や
マ
ダ
イ
を
は
じ
め
、フ
グ
、

ク
ロ
ダ
イ
、
ス
ズ
キ
、
カ
ツ

オ
、
エ
イ
な
ど
豊
富
な
魚
種

が
見
ら
れ
、
近
く
の
新
波
止

（
し
ん
は
と
）
貝
塚
で
も
タ

イ
類
の
他
、
マ
グ
ロ
の
骨
も

出
土
し
、
ア
ラ
な
ど
外
洋
性

の
大
型
魚
を
狙
え
る
技
術
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
古
代
人
は
、
貧
し
い
暮
ら

し
を
し
て
い
た
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
稲

作
が
伝
わ
っ
て
か
ら
は
飛
躍

的
に
安
定
し
た
生
活
を
手
に

入
れ
、
現
代
人
顔
負
け
の
美

食
を
す
る
機
会
も
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

海
の
民
と
里
の
民
の
交
流

　
釣
針
の
出
土
し
た
大
穂
町

は
、
最
も
近
い
福
間
浦
海
岸

か
ら
で
も
直
線
距
離
で
約
７

キ
ロ
、
神
湊
か
ら
は
約
10
キ

ロ
離
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
海
の
民
と
里
の
民

の
交
流
を
読
み
解
く
こ
と
が

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
手
が
か
り
は
、
神
湊

の
浜
宮
貝
塚
に
あ
り
そ
う
で

す
。
こ
の
遺
跡
は
長
さ
２
０

里
の
民
と
釣
針
の
謎

　
市
内
陸
部
の
農
村
地
帯
で

あ
る
南
郷
地
区
の
大
穂
町

で
、
約
１
４
０
０
年
前
の
古

墳
時
代
後
期
に
作
ら
れ
た
円

墳
・
大
穂
町
原
（
お
お
ぶ
ま

ち
は
る
）
遺
跡
２
号
墳
か
ら

鉄
製
の
釣
針
大
小
２
点
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
大
き
い
釣

針
は
軸
の
太
さ
０
・
５
セ
ン

チ
、
長
さ
４
・
５
セ
ン
チ
以

上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
の

魚
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
な
ぜ
海
か
ら
離

れ
た
山
里
の
古
墳
か
ら
海
人

の
道
具
が
出
土
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

何
を
釣
っ
た
？

　
ま
ず
は
、
大
穂
町
原
遺
跡

出
土
の
大
型
釣
針
を
市
内
の

釣
具
店
に
持
ち
込
み
、
何
が

釣
れ
る
の
か
尋
ね
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
、
高
級
魚
「
ア

ラ
」
を
釣
る
針
に
そ
っ
く
り

０
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
６
０

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
３
メ
ー
ト

ル
の
規
模
を
誇
る
玄
界
灘
沿

岸
部
で
最
大
の
古
墳
時
代
貝

塚
で
す
。
こ
の
巨
大
な
「
ご

み
捨
て
場
」
は
、
付
近
の
集

落
で
消
費
さ
れ
た
も
の
を
捨

て
た
程
度
で
は
な
く
、
交
換

物
資
と
し
て
海
産
物
加
工
を

専
業
と
す
る
海
人
集
団
が
活

動
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
と
す
れ
ば
、
生
産
物
の
広

域
的
な
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
既
に
存
在
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
例
え
ば
神
湊
の
海

産
物
と
大
穂
町
の
米
な
ど
が

交
換
さ
れ
る
な
ど
、
海
の
民

と
里
の
民
の
間
に
太
い
流
通

ル
ー
ト
が
成
立
し
て
い
た
と

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
里
の
民
の
古
墳
に
海
で
使

う
巨
大
な
釣
針
が
残
さ
れ
た

背
景
に
は
、
海
か
ら
山
ま
で

が
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
ま
っ
た

宗
像
地
域
な
ら
で
は
の
社
会

的
な
強
い
き
ず
な
が
あ
る
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
職
員
・
白
木
英
敏
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
学
習
交
流
室

☎
（
36
）
１
５
４
０

大穂町原遺跡で出土した鉄製の釣針

学校名
道徳の時間 学級活動

実施日 開始時間 実施日 開始時間

吉武小 Ｈ24年２月10日（金） 9:45 12月９日（金） 10:50

赤間小 ９月９日（金） 9:40 Ｈ24年２月10日（金） 9:40

河東小 Ｈ24年２月10日（金） 10:50 12月９日（金） 10:50

南郷小 ７月８日（金） 9:45 12月９日（金） 10:50

東郷小 ７月８日（金） 10:40 Ｈ24年２月10日（金） 14:05

日の里東小 ９月９日（金） 14:15 12月９日（金） 10:50

日の里西小 12月９日（金） 午前中 Ｈ24年２月10日（金） 午前中

自由ヶ丘小 12月９日（金） 10:45 Ｈ24年２月10日（金） 10:45

赤間西小 ７月８日（金） 14:10 12月９日（金） 終日

自由ヶ丘南小 ７月８日（金） 14:10 12月９日（金） 10:45

河東西小 12月９日（金） 9:45 Ｈ24年２月10日（金） 9:45

玄海小 ７月８日（金） 14:00 12月９日（金） 14:00

玄海東小 Ｈ24年２月10日（金） 14:10 11月22日（火） 10:40

地島小 ６月10日（金） 9:15 10月７日（金） 9:15

大島小 11月11日（金） 9:25 ７月８日（金） 14:20

城山中 Ｈ24年２月10日（金） 11:55 ７月８日（金） 14:20

中央中 11月10日（木） 12:00 ９月９日（金） 15:20

日の里中 ９月９日（金） 10:55 12月９日（金） 10:55

自由ヶ丘中 ７月８日（金） 10:55 12月９日（金） 11:55

河東中 11月10日（木） 12:00 ７月８日（金） 14:20

玄海中 11月10日（木） 9:00 Ｈ24年２月10日（金） 14:15

大島中 11月11日（金） 9:25 ７月８日（金） 14:15

＊日時変更の場合あり。また、玄海東小の学級活動実施日は「学校の日」
以外の公開。11月10日（木）は通常の「学校の日」を実施

■問い合わせ先　教育政策課　☎（36）５０９９

　市教育委員会では、豊かな心を育む教育活動の推進を目的として、市
内小・中学校の道徳の時間や学級活動の授業を公開します（下表参照）。

道徳の時間や学級活動
学校の日に公開します


